
　　　　

R6 年 12 月 25 日

14 時 30 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・月ごとの季節に応じた行事（こどもの日や夏の水遊び、ハロウィンやクリスマス等）
・地域で行われているイベントへ参加（秋祭りや近隣学校の文化祭等）

（別添資料１）

家族支援 移行支援

・ライフステージの切り替えを見据えた将来的な移行に向けた準備
・他事業所を併行利用している場合における併行利用先との連携

地域支援・地域連携

・保育所、学校、相談支援事業所や医療機関等との情報連携や整備、支援方法
　や環境整備等に関する相談援助等の取り組み 職員の質の向上

・事業所内研修、外部研修の派遣など
・療育、制度、5領域等にかかる読み合わせやセミナー参加等

支　援　内　容

・健康状態の維持、改善
・生活習慣や生活リズムの形成
・基本的生活スキルの獲得
・生活におけるマネジメントスキルの育成

・姿勢と運動、動作や基本的技能の向上
・姿勢保持と運動、動作の補助的手段の活用
・保有する感覚の活用
・感覚の特性への対応

本
人
支
援

・認知の特性についての理解と対応
・対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得
・学習障害への理解や対応

・コミュニケーションの基礎的能力の向上
・言語の受容と表出
・コミュニケーション手段の選択と活用
・状況に応じたコミュニケーション

・情緒の安定・他社との関わり（人間関係）の形成
・遊びを通じた社会性の発達・自己の理解と行動の調整
・仲間づくりと集団への参加

支援方針

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念

事業所名 放課後等デイサービスパレット 作成日支援プログラム（参考様式）

・支援及び支援計画の立案は、それぞれの特性、困りごとに応じた支援を計画し、利用者様の意思を尊重し、利用者様の希望へ近づけるよう支援します。

・また、学習支援において困りごとのある利用者様には、困りごとに応じた支援方法や教材を用意し、個別で支援を行います。

・希望があれば学習支援に長けた職員による個別指導を有料で行っており、より専門性のある個別の学習支援を提供しています。

・子どもたちそれぞれの良い所『色』を見つけ、伸ばしていけるよう子どもたちの小さなサインを見逃さない。

・『ダメなものはダメ』『叱らず許さず』を職員一同一貫したメリハリのある支援を行う。

・職員の『これをやってみたい』を尊重し、活動企画において自由な発想と提案を取り入れることで子どもたちにとって有意義な活動が出来るよう職員一同で計画する。

・アタッチメント（愛着）の安定

・家族からの相談に対する適切な助言等

・障害の特性に配慮した家庭環境の整備


